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外来種としてのゲンジボタル 

日本を代表する文化昆虫学者である高田兼太が指摘するように，日本人は異

常なほどホタル好きである（Takada, 2010）。そのため，ホタルの人為的移入や

その駆除が，テレビの情報番組で取り上げられることもある。 

私は視聴できなかったが， TBS テレビ「噂の東京マガジン」 2014 年 5 月 18 

日放送「上高地 夏の風物詩 ホタルを駆除？」（注 1，注釈は末尾に一括）で，

長野県のゲンジボタル Nipponoluciola cruciata （以前の Luciola cruciata）生息地

に関して，上高地と志賀高原が報道された。 

その内容は，「上高地ゲンジボタルは 2000 年以降に移入されたが，志賀高原

ゲンジボタルは明治時代以前に移入された可能性がある。この時間差が，上高

地は駆除，志賀高原は保護という差につながっている」，という説明だったら

しい。 

しかしながら，この主張は，長野県のゲンジボタルの系統に関して，正確な

学術研究情報に基づいていなかった。 

もしかすると，「噂の！東京マガジン」の番組作りで，上高地と志賀高原の

ゲンジボタルの遺伝的差異について，十分に取材していなかった可能性もある。

テレビ朝日サンデースクランブルや同じ TBS の番組でも，「ひるおび！」や

「N スタ」は，私のところに電話やメールで取材があったが，「噂！の東京マ

ガジンン」からは，少なくとも私には何の問い合わせもなかった。これは情報

番組ではなく，娯楽番組であるためなのかもしれないが，中途半端な取材で終

わってしまった感じである。  

環境省・自然環境局・生物多様性センター，あるいは，長野県環境保全研究

所に，きちんと取材すれば，上高地と志賀高原のゲンジボタルの遺伝的差異に

関して説明してもらえたと思うし，あるいは，その文献や研究者などを紹介し

てくれたはずである。噂の東京マガジンは，これをやらなかったのかもしれな

い。 
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福井工業大学の草桶秀夫，長野ホタルの会会長の三石暉弥，そして私（井口

豊，生物科学研究所）の研究グループは，長野県内ほぼ全域に渡り， 30 ヶ所以

上のゲンジボタル DNA を調べてきた。 

 その結果，日和ほか（2007, 2010）に示されたように，長野県内のゲンジボ

タルのミトコンドリア DNA は，ハプロタイプ（haplotype）に基づいて，大き

く 3 タイプに分かれることが明らかになった。そのうちの一つが，本来，長野

県には存在しない北陸・関西を中心とするタイプなのである（図 1）。 

 

 
図 1. 北陸，関西と長野県のゲンジボタルの DNA の 3 タイプ 

 

ここで注意してほしいのが，上高地，志賀高原，辰野町松尾峡の DNA タイ

プである。志賀高原のゲンジボタルは，県内に広く分布する，いわば長野県在

来種であるのに対し，上高地と辰野町松尾峡のゲンジボタルは，本来，県内に

存在しない DNA タイプを持つ遺伝的外来種（genetically non-native species）な

のである。 

外来種ゲンジボタルの生態的悪影響が，初めて国際的な生態保全誌に掲載さ

れたのも，蛍の名所として知られる辰野町松尾峡のケースだった（Iguchi, 

2009）。これらの結果に関しては，井口（2024）でも指摘した。 

もちろん，志賀高原のゲンジボタルも，平地（低地）から持ち込まれた可能

性までは否定できない。しかし，県内のゲンジボタルの遺伝子構成を考えると，

上高地や松尾峡ゲンジボタルは極めて異質であり，それが在来型に悪影響を与

える個体群であることは，上記の Iguchi (2009) に示された通りである。  



吉川ら（2001）の詳細な DNA研究により，志賀高原ゲンジボタル DNA ハプ

ロタイプ（haplotype） OK1 は，志賀高原の周辺地域である長野市 松代，芋井，

下水内郡 栄村と共通であることが判明している。 

木村ら（2013）の論文 p.33 には，志賀高原ゲンジボタルが自然発生である，

と結論されている。 

さらに，次の図 2 に示すように，井口（2008）により，志賀高原ゲンジボタ

ルの明滅周期は，長野市飯綱高原のそれに類似し，西日本型ゲンジボタルの外

来種を養殖する辰野町松尾峡とは明らかに異なることも判明している。 

 

 
図 2. 志賀高原，飯綱高原，松尾峡などのゲンジボタル明滅周期（井口 2008 より） 

 

すなわち，志賀高原ゲンジボタルが長野県在来種であることは，そこが 2008 

年に国天然記念物に指定される段階で分かっていた。上高地ゲンジボタルの駆

除の是非を問題にするなら，問うべきは，志賀高原との比較でなく，外来種ホ

タルを養殖し続ける辰野町との比較であった。 

長野県が 2011 年に作成した長野県生物多様性概況報告書にも，辰野町の外来

ゲンジボタルについて，「辰野町に移入されたゲンジボタルは在来の集団を駆

逐し、この地域特性を攪乱しているとの指摘がある」（p.55–56）と書かれてい

るのである（長野県環境保全研究所，2011）。 



「噂の東京マガジン」が，志賀高原ゲンジボタルを問題視する一方で，長野

県の報告書にも書かれている辰野町の外来種ホタル養殖地には全く言及しなか

ったのは，非常に疑問であった。 

テレビ番組の内容を要約したウェブサイトに，TBS テレビ [噂の東京マガジ

ン] 上高地・夏の風物詩ホタルを駆除？（注 2）というページがあった。 

これによると，「ゲンジボタル（辰野町役場提供）」となっている。「噂の

東京マガジン」が，画像か動画を辰野町役場から提供されたのだろうか？もし

そうならば，この番組では，辰野町松尾峡のゲンジボタルが外来種であるとい

う問題が全く看過されてしまった。 

上高地の外来種ゲンジボタル駆除を巡っては， 2014 年 8 月 17 日に，テレビ

朝日 サンデースクランブル「美しいホタルを駆除へ・夏の風物詩に何が」（注 

3）で，やや詳しく報道された。この番組に私も出演しコメントしたが，駆除

するにしても，しないにしても，他の生物への影響に十分注意してほしい。 

なお，この番組関連では，「マジで！？【夏の風物詩】ホタルを駆除する話

があるらしい」（注 4），というウェブサイトの内容も興味深い。 Twitter （現 

X） での反応も掲載されている。  

 

注 

1. TBS テレビ「噂の東京マガジン」 2014 年 5 月 18 日放送「上高地 夏の風物

詩 ホタルを駆除？」. https://archive.md/xgp4i アーカイブ. 2024 年 12 月 18 日

確認. 

2. TBS テレビ [噂の東京マガジン ] 上高地・夏の風物詩ホタルを駆除？ 

 https://archive.md/Xfz6J アーカイブ. 2024 年 12 月 18 日確認. 

3. テレビ朝日 サンデースクランブル「美しいホタルを駆除へ・夏の風物詩に

何が」 https://archive.md/sywix アーカイブ. 2024 年 12 月 18 日確認. 

4. マジで！？【夏の風物詩】ホタルを駆除する話があるらしい . 

https://archive.md/4OLc0 アーカイブ. 2024 年 12 月 18 日確認. 
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